
３月 日 (金) 午後２時 分 秒に発生したマ
グニチュード の大地震と､ 波高 ､ 最大遡
上高 にも上る大津波は､ 日本国内で死者・行
方不明者 人 ( 月 日現在､ 警察庁)､ さら
にはアメリカとインドネシアであわせて７名の死
者・行方不明者を含む甚大な被害をもたらしまし
た｡ そして､ 今なお､ 多くの方々が避難生活､ 仮
設住宅での暮らしをしておられます｡
冬がやってまいりました｡ 寒さが募る東北の被
災地を覚えて､ 心からの祈りを捧げるものです｡
振り返ってみますと､ 年は日本のみならず
世界的にも様々な自然災害にまみえた年でした｡
大震災の翌日３月 日には長野県で地震が起き､
名の方が犠牲となっており､ こちらの復興にも
私たちは関心を向けなければなりません｡
さらには､ ９月には二度の台風上陸を経験しま
した｡ 台風 号による被害は死者・行方不明者が
人､ 台風 号によっては死者・行方不明 人を
出し､ 多くの家屋が被害を受け､ せき止め湖の問
題も発生しました｡
世界に目を転じますと､ ２月 日には､ ニュー
ジーランドで大きな地震が発生｡ 日本人 人を含
む 人が犠牲となりました｡ また､ トルコ東部
では､ 月 日と 月７日に地震が起き､ 両地震
を合わせて､ 日本人 人を含む 人以上が亡くな

りました｡ タイでは､ チャオプラヤー川のはんら
んによって多くの民家､ 工場が水没し､ 日系企業
にも大きな経済的被害が出ています｡ あまり報道
されてきませんでしたが､ この洪水による死者は､
月初週現在､ 人にも上ります｡

東日本の被災状況を受けて､ 本学では大学とし
ての取り組みのみならず､ サークルや部活動､ 学
科・ゼミナール活動を通して､ また個々人による
取り組みを通して､ 様々な支援活動を行ってきま
した｡
大学は震災直後の３月 日には ｢東日本大震災
支援センター｣ を設置して情報を収集するととも
に､ 支援の具体化に取り組みました｡ これまで２

(短期大学部宗教主事)
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回の ｢震災復興支援活動｣ (第１回は８月７～
日に宮城県登米市に｡ 学生 人参加｡ また､ 第２
回は同 ､ 日に野球部の 人が遠征の合間に参
加｡) 続いて８月 日には､ ｢ふんばろう東日本支
援プロジェクト｣ に各務原キャンパスの学生 名
が参加しました｡
また､ 教職員の方々で地震・津波発生直後から
被災地を訪問､ 支援された方も多く､ その領域も
福祉､ 医療､ 心理､ 教育､ 産業､ 宗教と幅広くか
かわって来られました｡
宗教委員会でも､ 支援センターの協力を得て､
月 ～ 日に関キャンパスのピュア・ライブラ
リーで ｢東日本大震災写真展｣ を､ 仙台の河北新
報社との共催で行い､ 一般市民の方々にもご参加
いただきました｡ これは名古屋の金城学院大学､
名古屋学院大学との巡回写真展という形で実施し
たもので､ この地区のキリスト教主義大学間のよ
き交流ともなりました｡

共通暦前 年 ( 年とも)､ 地中海東部の
火山島ティーラが大噴火を起こしました｡ この噴
火の破壊力は､ 年に発生したクラカタウ (イ
ンドネシアの火山島群) の噴火と津波 ( 人
以上が死亡)､ 年のスマトラ沖大地震とイン
ド洋大津波 ( 万人以上が死亡) を超えるもので
した｡ クラカタウ噴火では巨大な津波が発生し､
ジャワとスマトラの海岸部が壊滅しました｡ 一方､
ティーラの噴火と地震は地中海の震源域を破壊し､
また水深が ｍであったことからも､ 引き起こ
された津波は ～ であったと言われていま
す｡ 津波は震源から ㎞離れたクレタ島を襲い､
内陸深くまで浸食しました｡ その結果､ ヨーロッ
パ最古の文明と呼ばれるクレタ島の ｢ミノア文明｣
は滅亡してしまいました｡ (滅亡はアカイア人の
侵略によるとの説もある｡)
ジョン・ペアマンによれば､ この噴火と津波は
聖書思想に影響を与えたと言います｡ たとえば出

エジプト記 ： ｢流れはあたかも壁のように立
ち上が (った)｣ や､ 暗闇の災い､ 火の柱､ 雲の
柱の記述は､ 津波や噴火を描述したものと考えら
れています｡ また､ イスラエル／パレスチナは古
来､ 多くの地震が起きており､ 地質的にも大きな
断層が確認されています｡ ですから､ イエス時代
にも地震が起きたことは想像に難くありません｡
歴史書では確認できないようですが､ ルカ福音書
： では､ イエスが ｢シロアムの塔｣ の崩壊と

犠牲について言及しています｡ その他､ 旧新約聖
書には様々な自然災害を語っていると思われる表
現が多く出てきます｡
ということは､ イエスを含む聖書の登場人物､
著者は地震や津波を含む自然災害とその後の人間
社会の格闘について熟知していたのです｡ その上
で､ そうした苦境の中で祈りをつむぎ､ 互いに励
まし合い､ いやしを実践されたのです｡ そのイエ
スの誕生を記念し祝うのがクリスマスです｡ そし
て､ 苦境の中つむぎだされた聖書のことばを読む
ことは､ 誠に時宜にかなったことではないかと思
うものです｡ (以上､ 主に

を参照｡)
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今年 ( 年) ６月に出版された拙書 『聖書に
由来する英語慣用句の辞典』 (大修館) について
やさしく解説せよとの依頼があり､ 許された字数
内で試みてみます｡
聖書､ なかんずく欽定訳聖書 ( 年) は英語

の発達に多大の貢献をし､ これを知らないでは英
語をマスターできないとまで言われています｡ 貢
献度が一番高い点は英語慣用句です｡ 比ゆ的に使
われている慣用句がどのような意味を持つかを知
るには聖書に遡らなければなりません｡ 言い換え
れば､ 英語の多くの慣用句は欽定訳聖書に発して
いるのです｡ のちの英訳聖書にも何らかの形で継
承されています｡ この英語慣用句を以下の３つに
分類して例証してみましょう｡

ルカの福音書 章 節に出てくるキリストの寓
話の中で､ 貧乏人が死んでアブラハムの懐､ すな
わち天国に連れて行かれる場面です｡ この語句は

という人の
の中で次のように使われています｡

…

この散歩の習慣は高齢になる
まで英国人は続ける｡ 散歩をやめるのは床に就き､
天国に行って永眠する準備を整えるときである

マタイの福音書３章 節に出てくるバプテスマ
のヨハネが発した警告です｡ この文を少し違った
形で が の中で使っています｡

破壊が始まって初めて自分が失って苦しむもの
がどんなに大きいかが分かった

マタイの福音書６章 節に出てくる有名な主の
祈りの一節です｡ この比ゆ的意味は文脈全体から
出てくるので､ 例文はあまり見かけませんが､ 英
語母国語話者が次のような文を造ってくれました｡

その警官は建物から取り出した不発弾に触ろう
として

以上のような慣用句をアルファベット順に配列
し､ 辞書の形にしました｡ まず各慣用句の源であ
る欽定訳聖書を出し､ 例文を添えた後､ 欽定訳聖
書以外の特徴ある英訳聖書を列記し比較検討して
います｡ また､ 必要に応じてキリストが公生涯で
使われたアラム語や旧約聖書のヘブライ語､ 新約
聖書のギリシャ語の慣用句にも言及し､ 比較して
います｡ 一つの例として､ アラム語慣用句の意味
との比較を見てみましょう｡

(岐阜済美学院長)
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はアラム語の慣用句でして､
(父が亡くなるまで世話を見る)

の意味を持っています｡ しかし､ そのままの意味
で欽定訳聖書には引き継がれなかったために､ 英
語の慣用句にはなりませんでした｡

これらの詳細はこの紙面では解説しきれません
ので､ 興味ある方は直接拙書を参照していただき
たいと思います｡ また､ ｢英語教育｣ ( 年 月
号) に書評が載っていますので､ 参考になります｡

(短期大学部幼児教育学科講師)

｢クリスマス｣ と聞いて思い出されるのは､ 昨
年度実施した“ ”
です｡ 地元の長良川鉄道と短期大学部幼児教育学
科との共催で､ 年 月 日 (木) に実施しま
した｡
｢列車の中で“あそび”をやってもらえません

か？｣ という唐突なお願いから始まったわけです
が､ 幼児教育学科は“あそびすと”養成として､
子どもたちにあそびを提供することができる能力
を養っていますので､ その実践の機会として快く
引き受けました｡ 学生 名 (全て 年生)､ 教員
名､ 計 名が集まり､ 列車の中でのあそび空間
をプレゼントするためにアイデアを絞りました｡
当日､ お座敷列車にクリスマスデコレーション
を施した“クリスマス特別車両”は超満員！動く
あそび空間に子どもたちのテンションも最高潮で
す！手あそびからスタートし､ 折り紙､ 紙飛行機､
ぬり絵､ クリスマスリース作り､ 大型絵本の読み
聞かせ､ 歌､ エプロンシアターなどなど､ 次々に
あそびを展開していきました｡ 歓声を上げる子ど
もたちとあそびに熱中しつつ､ 窓の外を流れる風
景を楽しむこともできるといった非日常空間を､
みんなで一緒に楽しみました｡
実は当初､ 関駅～郡上八幡駅 (片道約 時間)
だけであそびを提供する予定でしたが､ 子どもた
ちのリクエストに応えて夢中になっているうちに､
終点の北濃駅まで着いてしまいました… (片道約
２時間)｡
お客様の中に本学の卒業生というお母さんがみ
え､ 年生の活躍ぶりに感服してみえました｡ ま
た､ お孫さんを連れたおばあさんに学生が折り紙

を教わるという､ 思わぬ所での交流もありました｡
終点までの往復の約４時間､ 子どもたちと私た
ちはあそび続け､ 関駅にて子どもたちを見送りま
した｡ 手を振る子どもたちの表情には“満足感”
があふれていたように思います｡
地域を駆け抜けた“動くあそび空間”の中で､
私たちは子どもたちに最高のクリスマスプレゼン
トを提供できたのではないかと思っています｡
今年はさらにグレードアップし､“あそびスター

サンタ ”として､ 年 月
日 (土)､ 日 (日) に実施することになってい
ます｡ 参加する子どもたちにとっても､ 学生達に
とっても､ 実り多きものになることを祈っていま
す｡
(“あそびスター サンタ ”についての詳細
は､ 長良川鉄道 ( ) をご覧下さい｡)
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この 月に各務原キャンパスのグローリアホー
ルにポジティーフオルガンが入りました｡ 関キャ
ンパスには立派なパイプオルガンが設置されてい
るのに､ 各務原キャンパスでは小さな電子オルガ
ンで礼拝を守っていることに物足りない思いがし
ておりましたが､ 年秋に開催された学生支援
委員会において､ 卒業生の記念品として ｢ポジティー
フオルガン｣ を購入することが提案されました｡
その後さまざまな検討を行った結果､ ガルニエ社
のものは響きが力強く､ 人規模の礼拝でも十
分使用できること､ 関キャンパスのオルガンと同
じ会社であることから保守・調律・整音を一括し
て依頼できること､ また近隣の名古屋教会､ 南山
教会でも導入の実績があることなどから､ ガルニ
エ社による ストップ､ 手一段鍵盤のポジティー
フオルガンを､ 年､ 年､ 年の合同卒

業記念品として購入することが決定されました｡
年 月に契約が締結され､ このたびめでたく

納入のはこびに至りましたことは､ キリスト教の
精神による教育を重視する中部学院の一層の充実
のために喜ばしい限りです｡
ポジティーフとは ｢室内用｣ という意味で､
世紀ころに大型オルガンと区別されて室内用に意
匠され貴族の室内調度品とされ､ 図案意匠もその
線にそって発達してきたわけでありますが､ 今回
購入する楽器は柔らかい低音を奏でる
と､ はっきりとした旋律を奏でる という
種類のストップを備え､ バロック時代の標準的な
調律基準に近いＡ＝ ヘルツと､ ピアノや近代
の他の楽器との合奏に適したＡ＝ ヘルツを切
り替えることのできる機構を有しています｡
パイプを納めた本体には頑丈なナラ材が用いら
れ､ 菩提樹を彫刻して金箔を施した装飾がアクセ
ントになっています｡ 電動送風機は演奏者の座る
椅子の中に納められていて､ これら一式を運搬し
て別の場所で演奏を行う事も可能です｡ 今後､ こ
の美しい楽器の荘重な響きが､ 学生だけでなく近
隣の人々にも親しまれ､ 各務原キャンパスの雰囲
気が一層豊かなものになっていくことを確信して
おります｡

これまでのチャペルアワーの内容が､ 本学ホームページに掲載されて
おりますのでぜひご覧下さい｡

中部学院大学・中部学院大学短期大学部ホームページ

左側のメニューから
｢中部学院について｣ → ｢キリスト教教育について｣ →

｢チャペルアワー｣ とお進み下さい｡

(本学宗教総主事)



年度のクリスマス礼拝に､ 松本普先生をお招きできますことを､ こころから感
謝したいと思います｡ 先生は長年､ 名古屋市における野宿労働者の支援に関わって
来られました｡ この度の大震災にあたっては､ 地震・津波発生の直後からほぼ毎週､
被災地に出かけられて､ 支援物資の運搬､ 滞日外国人 (特にフィリピンからの方々)

の安否確認に奔走されました｡
現在は､ 日本聖公会が仙台市に設置した ｢いっしょに歩こう！プロジェクト｣ のスタッフとして活動して

おられます｡ このプロジェクトのホームページに書かれていますミッション・ステートメントに､ 松本先生を
はじめとするスタッフ方の思いが伝わってきますので､ 下に掲げたいと思います｡ 柔和であたたかな思いを持っ
て､ クリスマス礼拝に集いましょう｡ (志村)

Ⅵ

｢ 年度中部学院大学・中部学院大学短期大学部クリスマス献金｣
―真に平和な共生社会の実現に向けて―

献金予定先：①日本キリスト教協議会エキュメニカル震災対策室 (JEDRO) ②日本キリスト教協議会
｢ケニア基金支援献金｣ ③キリストへの時間､ ④岐阜いのちの電話､ ⑤愛知老人コミュニティ
センター､ ⑥ (福) あゆみの家､ ⑦岐阜・野宿生活者支援の会､ ⑧ (福) 親隣館 ほか

宗教総主事
笠 井 惠 二

クリスマスは､ 主イエス・キリストがご自身のすべてを人々の幸せ ( ) のためにささげつく
したことに因んで､ 少しでも私たち自身の一部を人々の幸せのためにささげ合うことを実践する季節で
す｡ 今年は特に､ 東日本大震災の被災地を覚えて献金したいと思います｡ 一方で､ これまで支援してい
た献金先を被災地にすべて振り向けてしまっては､ 必要を覚える諸団体は立ち行きません｡ そこで､ 例
年送金しているところにもお送りしたいと思います｡
ですから､ 昨年より力を入れてご献金いただければと感謝です｡ みなさまのご協力をお願いいたしま
す｡ (尚､ 昨年 年度は､ 円の暖かい献金をいただき､ の施設・団体､ 活動に献金いたし
ましたことをご報告します｡)




